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事業群評価調書!虜栗指標
1未達成状況調査:票

|

(令不□元年度分).

長崎県教育委員会



① 埋蔵文化財センタ‐管理運営費

遺物の保存処理完了点数 (点)・・・・・・・・ |・ ・・・・ ●b● ●●●●1

② スポーツ大会費

県内開催の全国・凡州大会等の大会開催数 (件)・・・・・・・・・ 3● ●●92

③ 学校体育研究推進費

体カテスト結果が全国平均と同レベルもしくは上回るレベルの割合|(%)`r・ 3

④ 学校保健研究推進費 (食物アレルギ‐対策事業費)

学校給食アレルギー事案件数 (誤配食)・ ・́ 1・・ 1・ i.....● o● ●●4

⑤ 図書館管理運営費

県立図書館から市町立 9学校図書館等への蔵書貸出冊数 (R)・・・・・・ 志.5

⑥ 長崎県学海調査実施事業、児童生徒の学力向上のための非常勤請畠雨等配置支援事業

県学力調査で6割以上理解している虎童生徒の割合 (′」ヽ9中学校)(%)・・・・,6

⑦ 郷土学習資料作成事業

姐I止長崎への理解と愛情|のある児童生徒の割合 (小 `中学校)(%)・ ・・・・・ 7

③ 長崎から世界へ !高校生グローバルチャレンジ

1 本事業対象校におしヽて高校又は大学で長期海外留学を希望する生徒の割合 (%)

・ ・ ・ ● ・ ・ 8

◎ 家庭教育支援対策事業         ■

「ながさきフラミリ▼プログラム」の参加者数 (人)・・・・ 心●●●●P● ●9

⑩ ふるさとを活性化するキャリア叡育充実事業

心るさとのためにできることを考える拠点校の生徒の割合 (°/。)・・・・ `●
●Jo

① 高校生の離島留学推進事業

離島留学制度による留学者数 (入学者選抜における合格者数)(人 )・ ・・・・ 11



2基本戦略名

文化出スポエツによる地域活性化(2)施策名

②事業群名

埋蔵文化財センター管理運営費3事務事業名

成果指標

事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室 )名    学芸文化課

※Rl目標値に対する達歳状況は達成率により直分:【O】達歳≧106%( 16o%>【 △】概ね達成≧90%、 90%>【 X】本達成

基準値
(年度)

`Rl

目標値
(本 )

Rl
実績値
(B)

Rl目 標十吉Lに
対する達成状況

(B/A)

R2
最終目標値

230点

(H27)
230買ミ 187点

X

(31%)
139点

て い157 の21

詫串 離奮象縮 蒲籟 諜

最負女、!発軍覆繋経摺農鞘 誤路数

のヽ 間し て 翌

Rl の年 標値目 も230点士設度てし おり |き続き弓
目 の

を230点と見込んでい々 ことからロ

):善 な取組等新た充実 改取組の従来の(度年 の取組R2

に応じ

つ301画
めるな 存処理 I 努保の土出 た適切特徴

ロ
口口埋蔵文化財保護のため、引

の

)成に の 更 るな 取組向けて標 達(最終取組 目R3 降以 の度年

の

に

のの

と連携立 物館博支国壱岐市とともを行う管

た普

出
ロ
Hロ土 保存処理のや調査研究掘

しヽてしし 啓発を推進及

及の
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事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名    体育保健課

栄 R刊 目標値に対する達成状況は達成率により区分i【 0】達成≧106%、 loo%>【△】概ね達成≧90%、  90,る >【 X】未達成

基本戦略名 2 交流を支える地域を創出する

施策名 (2) 文化Lスポ■ツによる地域活性化

事業群名 ⑤ 競技スポ■ツの推進

事務事業名 5 スポーッ大会費

成果指標  i 県内開催の全国H九州大会等の大会開催数 (件 )

基準値
(年度)

|

Rl―

目標値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に
対する達成状況

(B/A)

R2
最終日標値

23件

(H27)
|

221牛 12件
X

(540/。 )
18件

要する経費を助成することで、県民の
普及を図つた。

‐ツに対する関心を めるとともにスポ■ッの振興 `

し、(公 )

にょり中止となったものがあっ
い

え、新型当ロナウイルス感染拡大
な発ヽづた。         一

は 回り

、目標値に達し
団

公工弓I

じてもらい、地域スポーツの振興を図るも
し、 の

助成することで1県

「
R3年度以降の取組(最終日標達成に向けての要なる取組)

撃離藷

'承

くヽため 県スポ∵ツ協会
ひいては競技カ
染状況に注視し

の 及Fよ者を 多 の県く が間近民 で感じる 向上競枝
つし ロ レ′ のス つ新 ナウイ 感型当

ら の て くヽし各種六
△
石 誘敵を進め

内の 一



事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課(室 )名    体育保悴課

※ Rl目標値に対する達成状況は達募率により区全
〔【O】達成≧100,も 、 100%>【△】概ね達成≧90%、 9o%>【 X】未達成

きがいを持つて活躍できる社会をつくる4基本戦略名‐

でも健康で活躍できる社会の実現いつま施策名

子 どもたちの体力の向上と学校体育の推洋事業群名

学校体育研究推進費事務事業名

体
レの割合 %)(くし 回は 上 るレベ′レベルも同が全 平均と卜結ス 果カテ指標

基準値
(年度 )

Rl
目標値
(▲ )

Rl
実績値
(B)

負1目標値に
対する達成状況

(B/A) |

R2
最終日標値

73%
(H24)

100% 55.9%
X

(55%)
100%

受け、教育課程

クシヨン

つた また
門的な知識を持づた外

力て
開催 t研修会等指導者及し ・保健体育体育19上 教科をね

習学 指導要領を行派遣部指導者の

のの

の専

説明会を実施した。  ,

こ1ヽ

た取組たが

た 小学校に

しつ て 1と 下トス のア
レレベる回と , しレも くし よ 全国平均り 同継続

おして平 と低く ま全国 均と比べるはの とも柔軟性男女

の

■汽2年度の取組(従来の取組の充実H改善、新たな取得等)

■夜3年度以降の取組(最終日:標達成に向けての更なる取組)

rヽ、

ン
り上

ジヤックナイラ

に取

児クショの
組I 取児童生の 徒の体方向力低位と もとる 体レッチのス ト 実施を継続す

Ц占しくん
の る配置拡充を検討す員り 小学校体育む 専科教組究の 実践研上カ体 向
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事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課(室)名    体育保健課

※ Rl目 標値に対する達成状況は達成率により区分,【 O】達成≧100%1 100%>【 △】概ね達成≧90%i 90%>【 X】 未達成

基本戦略名 4 生きがいを持つて活躍できる社会をつくる

施策名 いつまでも健康で活躍で吉る社会の実現

事業群名 ⑤ 子どもの望ましい牛活習慣の定着に向けた学様 i家痒・地域が連携した健康教育の推拳

事務事業名 5 学校保健研究推進費 (食物アレルギー対策事業費)

成果指標 学校給食アウルギー事業件数(誤配食)

基準値
(年度)

Rl
目標 値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl日 標 1盲Lに
対する建成状況

(B/A)

R2
最終 日標値

7件
(H28)

0件 11†牛
X

(0%) 0件

己管理能・力の育成も必要となる。それt耳加え、同じ数室で■緒に給食を食べる級友につい
もt食物アレルギエについて理解させ学級全体で当該児童を守る風潮を作るようfi指導し

た。
また、市町立の学校に対し、県が進めている食物アレルギー管理システムについて(試行を

加えながら導入について引き続き啓発している。   ―

こついて

自

のレ′ の

■Rl年度目標値が達成できなかうた要頭
1分
析

錨鬼赳路 法亀巻―麓塾銚乾諮翼愛紐墾緊脳艦錯輛 学
でも確認しないまま通常の給食を渡してしまつザ
保護者や担任、児童生徒、調理場との確認が不十分であったことが原因で発生している。

に いて、 アレジレレ′

し情報を共有しながら指導を行つていく。

い

め、市町教育委員会に対し
案の朱然防止に努めるこ

不ll の にて 、 ののス テ

もシス テ に ルギー事て ム め お るけ レ食物ア導入をすす 学校給食

-4■



事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課(室 )名    生涯学習課

※ Rl目標値に対する達成状況|よ
達成率により区分:【0】達成≧100%、 100%>【△】概ね達成≧90距、 90°ノ6>【 X】未達成

をヽ持つ る社会をうくるでき活躍てが しき生4基本戦略名

までも 康で活 社 のるでき
△
ム 実現躍て`) 健し施策名

豊かな人生 支 環境 整備の生 涯 学習のる県え 民を②事業群名  .
4

県立図書館から市町立・ 書館等へめ蔵書貸出冊数(冊 )

成果指標

基準値
(年度)

Rl
目標値

(A)

R呵

実績値
(B)

Rl日 標値に
対する達成状況

(B/A)

R2

最終日標値

32,000冊 20,537』猾
X

(64%)
36,200冊

山Rl年度目標値が達成できなかった要因分析

山R2年度の取組(従来の取組の充実日改善、新たな寡裡等)

シ込むン
市町ヘ

臨 襲翻こよる蔵書賞

利のス ので の
するなと せよ く を) 導入ス ム ( り んアる新たなとができ申しを力貸出上イ

の 充実を図る上ス の 性 と機能向利便サービ出貸協 力
よどうな出を行3 配送 Iの巡 や週 回職の 員 回

)更の 組る取な向けて成標達最終(R3 以降の取組年度■

援する。

に

ンタィネ
り

O市町立図
新館建設を

しして公サし
弓

ヽ 図書館し ぞれのそれ行をの り情報交よ 換) 活用(ページ 情報広場有ツ 卜情報共イる
る援す支る実す ようスがビ よ 充のサー

かほ 市 立 図町 の書館等更なる充実の を図るしと 内容た研修象対を書館等職員
支ヽ 運営をし ユ町 図書館等のの提供を行 市見て知々 な課題におし様るとすじめは

-5-



事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名  Ⅲ 義務教育課

※Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:【0】達成≧1000/6、  100'も >【△】概ね達成≧90%、 90%>【 X】未達成

基本戦略名 5 次代を担う子どもを育む

施策名 (3) 学力の向上と個性を活かした教育の推進

事業辞名
① 変化の激しい社会を生き抜く「確かな学力」の育成

③ 小中二貫教育など特色のある学校づくりの推進

事務事業名
1 長崎県学力調査実施事業

3 児童生徒の学力向上のための非常勤講師配置支援事業

成果指標 県学力調査で6割以上理解している児童生徒の割合(小 H中学校)(%)

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl日標1吉Lに
対する達成状況

(B/A)

R2
最終 日標値

4614%
(H27)

70%以上を
'

維持
5616。/0

X

(800/o)

70%以上を
維持

露ま臨催盤編諄躍錘轟♂難縦掘禦墨齢講顕談摯読,霜詐
だ。
Oモデル地区にり十デイングスキルテスト受検と読解力育成の課題を踏まえた教育実践を委

訴爾 撃管喬剛 躙 継 部 辮 鰍 覗 亀 難 升
た。

|らFTttrを
0学習指導要領の改訂に伴い、小学校ではR2年度から、1中学校ではR3年度から全面実施と
なる新しい教育課程の説明会を実施じた。             ″

 .

の し、

■Rl年度自標値が達成できなかった要因分析

してしより 1つ 、H27O目

O『学力
メソッド」

向上のための二つの提案」と『長崎県読解力育成プラン」を踏まえた『長崎県授業改善
を作成し、各学校に配布する。 ―

つていラン」 用 し

以降の取組(最終目標達成に向けての更なる取組)■R3年度

ソッ に基
にじた

づメ ド長 県崎 業改授 基 」

止力学 向 題の関する課 改善

弓I て

-6-



事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課(室 )名    義務教育課

※Rl目 標値に対する洋成状況は達成率により区分:【 0】達成≧100%、 100%>【△】概ね達成≧909も、900ノ6>【 X】未達成

5基本戦略名

が 国と郷土を愛する心 や豊かな人聞性 社
△

=
性 育成の

(4)施策名

さとを愛 が国 に誇りを持つ子どもの育成ふ る 我し、①事業群名

1事務事業名

長崎 理解と愛 割合 中学校′ %)(よヽ徒の童生 (あ情の 児るへ の郷土成果指標

基準値
(年度 )

Rl
目標値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目 標1壱Lに
対する達成状況

(B/A)

・R2
最終日標値

79.60/o

(H26)
1000/o 82.7%

X

(82%)
100%

宝Wシ県の

や関
容と主な改訂内

ズプ

用活朝読書での

■貞1年度目様値が達成できなか,■要因分析
し

が 標値れるうは 目見
体性主っヽるとし来を創

)等新たな取組改善の 充実取組のの (R■ 度 取組 従来2年
発

てヽさ
ずた

しt各学校

ふるさと教

し用活の」O
すな 用を促活らなる効果的おし信

「 化す キャる ア教) 育お、る とを活さ 性なア教育をつと )キャ育O
とす化活性 る探究的な学習ようしとをお、るさし、と連携が地域 協働学校施し

促す学校活的な を各用効果の「 とさ 崎長 県」お、るで申

充実事業」を実
の充実を目指す

●点3年度以降の取組(最終日標達成に向けての更なる取組)_



事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名    高校教育課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧100%、 100%>【△】概ね達成≧960ノ 6、 90%>【 X】未達成

基本戦略名 5 次代を担う子どもを育む

施策名 (5) グローバル化社会を生き抜く力を持つた人材づくり

事業群名 ③ 語教育の推進高等学校にお

事務事業名 4 長崎から世界今 !高襟生グ甲■バルチヤレンジ

成果指標
本事業対象校において高襟Xは大学で長期海外留学を希望する
生徒の割合(0/6)       .1       1  :

基準値
(年度)

Rl
目標 値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標イ盲Lに
対する達成状況

(B/A)

― Rl
最終日標値

76% 62%
X

(81%)
760/0

英語B中国語:韓国語を学ぶ生徒への海外での語学研修の機会の提供や、長崎県スiパーグ
由ニバル八ィスク■ル支援事業の対象検におけるゲ由■′彰レな課題を

'―
マにした探究的な

学習の支援〔国内外における課題解決型探究学習の支援を行つた心

る。

こ研修の機会た

と生徒たち年理解さ

ロ の′

海外留共有す の 設定 り しかっ 単 設けをが例年よ る機会 も難
て

■R2年度の取組(従来の取組の充実・改善、新たな取組等)

携校にも取組を広げ、グローバル社会で活躍でき
る予定であるど

て 、ンソーシア じかつたも
の普及を進

ちWWLコは を通 拠点 みな校 の援事業
△
コ 2年度以和 降

め人 らさる 材を 成し育 なる成果

上 に つこついては、

て 、 にローi′ 人

り組んでし

徒の割合
最終目標

ヽ つが しレな視取 く 見 解決能カ 身 生

5080% 生した 数 ( ) 人 を本事 海外 徒 修学旅 除行を研修等
とする

3
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事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室 )名    生涯学習課

莱 負1目 様値に対する達成状況は達歳率により区分:【 0】達成≧100%、 100%>【 △】概ね達成≧90%、 900/t> 【X】未達成

5基本戦略名

「地域みんなで子どもを育み、家庭教育を支援する」 くり7( )施策名

③事業群名

事務事業名

「ながさきファミリープロ ラム」の参加者数(人 )

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目 標値に
対する達成状況

(B/A)

R2
最終日標値

11,380人

(H28)
14,000人 12,375人

X

(380/o)
14,000人

■Rl年度の主な取組

8鉄超鍛警外バィザニをのべ6市町、1士会場に派遣し、「憲原奎i泰訛 雷素琴ン舟瀧アドバイザーの認定nフオロイアツプ研修会を3月 に計画してし

し

つ

ァン

イルス幣 宮瑚県と市町
3月 に南

のロフォやフO
な市催の
め

市

共
原島お

■Rl年度目標値が達成できなかつた要因分析

■R2年度め取組(従業の取組の充実B改善、新たな取組等)

向けての更なる取組)由R3年度以降め取組 (最終目標達成に

たIヅ

こ拡大
する

ベ ン

するしたジ

る。す人材育
以ヽ る ともfと 保護者形 の グプロ を提案ラム すた新父 母等 I しししや祖

つ し て 学ぷ機会を提供人 育庭教家の外 ペ ームロ ム の や『 プ グフ 」 提供 県ホーァミ:ながさきフ Jト おける体験版型カロ イ親O 子参
のロ 強化て プ 知周本 グラムの 啓発配信などを通し動画用を活

し上の

∵9-



基本戦略名 6 産業を支える人材を育て、活かす

施策名― キヤリア教育の推進と企業人材の育成

事業群名 ① キヤリア教育 H職業教育の推進

事務事業名 1 ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業

成果指標 ふるさとのためにできることを考える拠点検の生徒の割合(%)

事業群評価調書 成果指標未達成状況調査票

課 (室 )名    義務教育課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:【 0】達成≧16o%、  loO%>【△】概ね達成≧90%、 190%>【 X】未達成

■Rl年度目標値が達成できなかつた要因分析

O拠点校の研究lま着実に進んでおり、ふるさとに主体的に関わろうとする体験学習プログラム
の開発や実践が行われるようになうたも~方、各拠点検は試行錯誤を重ねながら学習活動の
改善を行づている段階で三ふるさとの来柔を担う実践力め育成に資する教育透動の_充実に向
けt現在取組をすすめている状況である。       |    ′ i

基準値
(年度 )

Rl
目標値 iヽ

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目 標値|=

対する達成状況
(日/A)

R2
最終目標値

1000/0 79.7%
X

(79%)
100%

の

た。
I) 担う

校を拠点検
O拠点校の にま

|ジ とができたたむ めるこ

と し め定 を進研究
フ トレッ めと 発信て るす とで ふるさとを 践実 の力 成を育組取 を状況

しヽつ入れ キャ 教ア 方り て 認知の
昔
同度を視野 I の在育

ラムイとしよOふる

ラムを開発し(これを県内に普及させることで、ふるさとへの愛着や誇りとともに地域を担おうと
する実践力の育成を図る。

とする
に のて8し

ロ グと連携 心、るし、 1ヒ つ 探 的な協働 性さとを活 しよ 職業体験プ践を基に、

山R3年度以降の取組(最終日標達成に向けての更なる取組)「

尾身息緯 電1習雷額訂稲事霰線負鍵
さとを活性化するキャリア教育充実事業」の取
踏まえうつ、各市町等の衛づくり担当部局等の

協力を得ながら、教科や総合的な学習の時間等を充実させⅢ地域課題の解決策の提案や魅
力発信等を通して「ふるさとに章献したiⅢⅢ」という意識と実践力の育成に努める。



事業群評価調書 騨黒指標未達成状況調査票

課(室 )名    高検教育課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率に
|り

区分 【0】達成≧100。/6、 100%>【 △】概ね達成≧909る、 90%>【 X】未達成

快適で安全 H安心な暮らしをつくる9基本戦略名

ゃ通疎地域等の 性 と持続 能
▲

=
りづ基盤 くの可 な社化活まし(1)施策名

しまゃ過疎地域の教育の■性化に向けて、地域と協働した県立学

校の魅力化

高機生の離島留学推進事業
1事務事業名

る 合格者数)こお )人(るけ学者選抜入者数学 (留よ度留津 常1島離成果指標

基準値
(年度)

Rl′

目標値
(A)

Rl

実績値
(B)

Rl 標値に R2
最終日標値対する達成状況

(B/A)

110人 85人
X

(770/o)
110人

めた。

のへ の
る う努よコ ス の 心を喚起すとで 閥るす生学 等 広 発信コ ス の 中を魅力が各

■Rl年度目標値が達成できなかった要因分析

■R2年度の取組(従来の騨組の充寿・改善、新たな取組等)

外で 明会
たこよるた
こと

留学制新たり
元等 こ帰た

ロナよて し
の部市地西 等都区関や説の 東り 県よ症染ルイ ス感

るヽし等を行つて ま依頼や協力広報め 電話や郵送I難な
ウ
間等が困 の地域力日さ るせ で離島入のし ろ力Ⅲ 学者を増県外より 層推進度を島こ離

助を補 行うの交通る際 の費す省生が親め 島留学る 離図1とをと活性興振

由Rむ年度以降の!取組(最終目標達成に向けての更なる取組)

Tll‐




